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(57)【要約】
【課題】操作画面がロックされた状態においてメール等
の通知内容を確認することができる情報処理装置、情報
処理方法およびプログラムを提供する。
【解決手段】実施形態の情報処理装置は、第１表示手段
と、ロック画面表示手段と、第２表示手段とを備える。
第１表示手段は、自装置の操作に係る操作画面を表示装
置に表示する。ロック画面表示手段は、前記操作画面を
ロックし、当該操作画面とは異なるロック画面を前記表
示装置に表示する。第２表示手段は、前記操作画面のロ
ック中に、自装置が外部から受付けた通知に含まれる情
報を、前記ロック画面上に表示する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自装置の操作に係る操作画面を表示装置に表示する第１表示手段と、
　前記操作画面をロックし、当該操作画面とは異なるロック画面を前記表示装置に表示す
るロック画面表示手段と、
　前記操作画面のロック中に、自装置が外部から受付けた通知に含まれる情報を、前記ロ
ック画面上に表示する第２表示手段と、
　を備える情報処理装置。
【請求項２】
　前記通知に含まれる情報のうち、前記ロック画面上に表示させる表示項目を記憶する記
憶手段をさらに備え、
　前記第２表示手段は、前記通知に含まれる情報のうち前記記憶手段が記憶する前記表示
項目について前記ロック画面上に表示する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記ロック画面上に表示させる場合に表示内容を変更させる文字列を記憶する記憶手段
をさらに備え、
　前記第２表示手段は、前記通知に含まれる情報に前記文字列が含まれている場合には、
前記文字列の表示を変更して前記ロック画面上に表示する、
　請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記通知のうち、前記ロック画面上に表示させる表示の対象とする通知を抽出するため
の文字列を記憶する記憶手段をさらに備え、
　前記第２表示手段は、前記通知を抽出するための文字列が含まれる前記通知を抽出し、
当該通知に含まれる情報を前記ロック画面上に表示する、
　請求項１ないし３のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記第２表示手段は、前記通知として、自装置が受信した受信メールに含まれる情報を
前記ロック画面上に表示する、
　請求項１ないし４のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記第２表示手段は、前記通知として、自装置が購読している購読情報に含まれる情報
を前記ロック画面上に表示する、
　請求項１ないし５のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記操作画面がロックされる前に、前記通知を外部から受付けるアプリケーションが起
動しているか否かを判定する判定手段をさらに備え、
　前記第２表示手段は、前記操作画面のロック前に前記アプリケーションが起動している
場合には、前記通知に含まれる情報を前記ロック画面上に表示する、
　請求項１ないし６のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記第２表示手段は、前記ロック画面上に自装置が外部から受付けた前記通知の件数を
表示する、請求項１ないし７のいずれか１つに記載の情報処理装置。
【請求項９】
　情報処理装置において、
　自装置の操作に係る操作画面を表示装置に表示する第１表示工程と、
　前記操作画面をロックし、当該操作画面とは異なるロック画面を前記表示装置に表示す
るロック画面表示工程と、
　前記操作画面のロック中に、自装置が外部から受付けた通知に含まれる情報を、前記ロ
ック画面上に表示する第２表示工程と、
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　を含む情報処理方法。
【請求項１０】
　情報処理装置を制御するコンピュータを、
　自装置の操作に係る操作画面を表示装置に表示する第１表示手段と、
　前記操作画面をロックし、当該操作画面とは異なるロック画面を前記表示装置に表示す
るロック画面表示手段と、
　前記操作画面のロック中に、自装置が外部から受付けた通知に含まれる情報を、前記ロ
ック画面上に表示する第２表示手段と、
　として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、情報処理装置、情報処理方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報セキュリティを向上させることを目的として、ユーザが離席する場合などにはＰＣ
（Personal　Computer）等の情報処理装置の操作画面をロックすることが推奨されている
。操作画面のロックが行われると、画面全体がロック解除のための画面（ロック画面）に
切り替わるため操作画面は不可視状態となる。
【０００３】
　ところで、情報処理装置には、外部から電子メール（以下、単にメールという）等の種
々の情報が送信される。しかしながら、操作画面をロックしたままでは、操作画面は不可
視状態となっているため、ユーザはメール着信等の有無をすぐに確認することはできず、
確認を行う場合にはパスワード等を入力して、操作画面のロックを一度解除する必要があ
った。
【０００４】
　従来、自装置が受信したメールの着信数や購読中のニュースの新着情報の着信数を、ス
クリーンセーバーの手前に表示させる技術が開示されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】“lifehacker：　Status　Screen　Saver　Brings　Desktop　Notifica
tions　to　Your　Screen　Saver”、[online］、[２０１１年５月２３日検索]インター
ネット＜ＵＲＬ:http://lifehacker.com/#!393394/status-screen-saver-brings-desktop
-notifications-to-your-screen-saver＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来技術では、操作画面がロックされた状態においてメール等の通知内
容を確認することができない。
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、操作画面がロックされた状態においてメール等の通
知内容を確認することができる情報処理装置、情報処理方法およびプログラムを提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態の情報処理装置は、第１表示手段と、ロック画面表示手段と、第２表示手段と
を備える。第１表示手段は、自装置の操作に係る操作画面を表示装置に表示する。ロック
画面表示手段は、前記操作画面をロックし、当該操作画面とは異なるロック画面を前記表
示装置に表示する。第２表示手段は、前記操作画面のロック中に、自装置が外部から受付
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けた通知に含まれる情報を、前記ロック画面上に表示する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本実施形態に係る情報処理装置の構成を示す外観斜視図である。
【図２】図２は、情報処理装置のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、情報処理装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図４】図４は、ＯＳが行う着信通知プログラムの起動処理の手順を示すフローチャート
である。
【図５】図５は、ロック画面の一例を示す図である。
【図６】図６は、表示情報設定画面の一例を示す図である。
【図７】図７は、キーワード登録画面の一例を示す図である。
【図８】図８は、文字変換登録画面の一例を示す図である。
【図９】図９は、アイコン表示の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、着信通知プログラムが行う表示情報設定処理の手順を示すフローチ
ャートである。
【図１１】図１１は、着信通知プログラムが行う着信通知処理の手順を示すフローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は、本実施形態に係る情報処理装置１の構成を示す外観斜視図である。本実施形態
においては、情報処理装置１をノートブックタイプのＰＣ（Personal　Computer）として
用いる場合について説明する。尚、情報処理装置１は、ノート型ＰＣに限定されるもので
はない。その他の実施例として、デスクトップＰＣ、タブレットＰＣ、スレートＰＣ、Ｐ
ＤＡ（Personal　Digital　Assistants）、スマートフォン等を本実施形態の情報処理装
置として用いるとしてもよい。
【００１１】
　図１に示すように、情報処理装置１は、本体２と、本体２に対して開閉可能に設けられ
たディスプレイユニット３とを備えている。ディスプレイユニット３には、ディスプレイ
１５が組み込まれている。また、本体２の上面には、キーボード２６、電源ボタン２８、
各種操作ボタンを備える操作パネル２９、タッチパッド２７、スピーカ１８Ａ、１８Ｂな
どが配置されている。
【００１２】
　次に、本体２内部に備えられるハードウェア構成について説明する。図２は、情報処理
装置１のハードウェア構成を示すブロック図である。
【００１３】
　情報処理装置１は、図２に示すように、ＣＰＵ１１、ノースブリッジ１２、主メモリ１
３、表示コントローラ１４、ＶＲＡＭ（Video　RAM）１４Ａ、ディスプレイ１５、サウス
ブリッジ１６、サウンドコントローラ１７、スピーカ１８Ａ、１８Ｂ、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ
１９、ＬＡＮコントローラ２０、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）２１、光ディスクド
ライブ（ＯＤＤ：Optical　Disk　Drive）２２、無線ＬＡＮコントローラ２３、ＵＳＢコ
ントローラ２４、エンベデッドコントローラ／キーボードコントローラ（ＥＣ／ＫＢＣ）
２５、キーボード（ＫＢ）２６、タッチパッド２７等を備えている。
【００１４】
　ノースブリッジ１２は、ＣＰＵ１１のローカルバスとサウスブリッジ１６との間を接続
するブリッジデバイスである。ノースブリッジ１２には、主メモリ１３をアクセス制御す
るメモリコントローラも内蔵されている。また、ノースブリッジ１２は、表示コントロー
ラ１４との通信を実行する機能を有している。
【００１５】
　表示コントローラ１４は、ディスプレイ１５を制御するデバイスである。ディスプレイ
１５は、表示コントローラ１４によって生成される表示信号を受信して、この表示信号に
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基づいて操作画面および操作画面内の画像を表示する。尚、表示する画像は、動画であっ
てもよいし、静止画であってもよい。
【００１６】
　サウスブリッジ１６は、ＰＣＩ（Peripheral　Component　Interconnect）バス上及び
ＬＰＣ（Low　Pin　Count）バス上の各デバイスを制御する。また、サウスブリッジ１６
は、ＨＤＤ２１及びＯＤＤ２２を制御するためのＩＤＥ（Integrated　Drive　Electroni
cs）コントローラ、及びＢＩＯＳ－ＲＯＭ１９をアクセス制御するメモリコントローラを
内蔵している。さらに、サウスブリッジ１６は、サウンドコントローラ１７及びＬＡＮコ
ントローラ２０との通信を実行する機能を有している。
【００１７】
　サウンドコントローラ１７は音源デバイスであり、再生対象のオーディオデータをスピ
ーカ１８Ａ、１８Ｂに出力する。ＬＡＮコントローラ２０は、例えばＥｔｈｅｒｎｅｔ（
登録商標）規格の有線通信を実行する有線通信デバイスであり、無線ＬＡＮコントローラ
２３は、例えばＩＥＥＥ　８０２．１１規格の無線通信を実行する無線通信デバイスであ
る。また、ＵＳＢコントローラ２４は、例えばＵＳＢ２．０規格のケーブルを介して外部
機器との通信を実行する。
【００１８】
　ＥＣ／ＫＢＣ２５は、電力管理を行うためのエンベデッドコントローラと、キーボード
（ＫＢ）２６、及びタッチパッド２７を制御するためのキーボードコントローラとが集積
された１チップマイクロコンピュータである。このＥＣ／ＫＢＣ２５は、ユーザの操作に
応じて情報処理装置１を電源オン／電源オフする機能を有している。
【００１９】
　ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１９は、ＢＩＯＳ（Basic　Input/Output　System）を格納する。Ｈ
ＤＤ２１は、オペレーティングシステム（ＯＳ）５０、着信通知プログラム４０やメール
の送受信を行うメールソフト５２（いずれも図３参照）を格納する。
【００２０】
　ＣＰＵ１１は、情報処理装置１の動作を制御するプロセッサである。ＣＰＵ１１は、Ｈ
ＤＤ２１に格納されている着信通知プログラム４０、ＯＳ５０およびメールソフト５２等
の各種プログラムを主メモリ１３上にロードして実行する（図３参照）。また、ＣＰＵ１
１は、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１９に格納されたＢＩＯＳを主メモリ１３上にロードして実行す
る。
【００２１】
　次に、情報処理装置１の機能的構成について説明する。図３は、情報処理装置１の機能
的構成を示すブロック図である。
【００２２】
　ＯＳ５０は、キーボード（ＫＢ）２６からの入力やディスプレイ１５に対する出力等の
入出力機能や、ディスクやメモリの管理など、多くのアプリケーションソフトから共通し
て利用される基本的な機能を提供し、情報処理装置１のコンピュータシステム全体を管理
するソフトウェアである。
【００２３】
　図３に示すように、ＯＳ５０は画面ロック部５１を備えている。画面ロック部５１は、
ユーザ操作に基づいてユーザのログインやログオフ、操作画面（画面）のロックを行う。
画面のロックとは、図５に示すようにディスプレイ１５にロック解除のための画面（ロッ
ク画面６５）を表示させて、デスクトップやその他起動中のアプリケーションに関する操
作画面を非表示とした状態のことをいう。また、画面ロック部５１は、画面ロック時にメ
ールソフト５２が起動している場合には、着信通知プログラム４０を起動する。また、画
面ロック部５１は、予め設定されたパスワードがロック画面６５に入力された場合に、画
面ロックを解除する。
【００２４】
　図４は、ＯＳ５０が行う着信通知プログラム４０の起動処理の手順を示すフローチャー
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トである。画面ロック部５１は、ＥＣ／ＫＢＣ２５からの入力に基づいて画面のロック操
作を受付けたか否かを判定する（ステップＳ１）。ロック操作を受付けていない場合（ス
テップＳ１：Ｎｏ）にはステップＳ１に戻って操作待ちをする。ロック操作を受付けた場
合（ステップＳ１：Ｙｅｓ）には、メールソフト５２が起動しているか否かを判定する（
ステップＳ２）。メールソフト５２が起動している場合（ステップＳ２：Ｙｅｓ）には、
着信通知プログラム４０を起動して（ステップＳ３）画面ロックする（ステップＳ４）。
メールソフト５２が起動していない場合（ステップＳ２：Ｎｏ）には、着信通知プログラ
ム４０は起動せず画面ロックする（ステップＳ４）。そして、画面ロック部５１は、ＥＣ
／ＫＢＣ２５からの入力に基づいて、画面ロックを解除する操作を受付けたか否かを判定
する（ステップＳ５）。操作を受付けない場合（ステップＳ５：Ｎｏ）は操作待ちをする
（ステップＳ５）。画面ロック解除操作を受付けた場合（ステップＳ５：Ｙｅｓ）には、
着信通知プログラム４０を終了して（ステップＳ６）、画面ロックを解除する（ステップ
Ｓ７）。その後、ステップＳ１に戻ってステップＳ１～Ｓ７の処理を繰り返す。
【００２５】
　尚、上記起動処理では、メールソフト５２が起動していない場合には、着信通知プログ
ラム４０の起動をスキップすることとしたが、これに限らず、メールソフト５２が起動し
ていない場合には、メールソフト５２を起動させた後、着信通知プログラム４０を起動さ
せる形態としてもよい。
【００２６】
　図３に戻って、着信通知プログラム４０は、画面ロック中に、自装置が外部から受付け
た通知に関する情報を表示する着信通知画面６４（図５参照）を、ロック画面６５上に表
示させるためのプログラムである。
【００２７】
　図５は、ロック画面６５の一例を示す図である。図５に示すように、ロック画面６５内
の着信通知画面６４には、画面ロック中に受信したメールに関する情報を表示する詳細表
示エリア６４ｂが設けられている。また、着信通知画面６４の右上隅には、詳細表示エリ
ア６４ｂの表示切替を行うための切替ボタン６４ａが表示されている。図５において切替
ボタン６４ａがクリックされた場合には、図９に示すように着信通知画面６４の詳細表示
エリア６４ｂが非表示となり、アイコン６４ｃが表示される。着信通知プログラム４０が
行う着信通知画面６４の表示処理については後述する。
【００２８】
　図３に示すように、ＨＤＤ２１のメモリ領域には表示情報格納部２１ａが設けられてい
る。表示情報格納部２１ａは、着信通知画面６４に表示する情報を設定するための表示設
定情報を記憶するメモリ領域である。着信通知プログラム４０は表示情報格納部２１ａに
格納されている表示設定情報に基づいて、着信通知画面６４の表示処理を行う。
【００２９】
　メールソフト５２は、ＬＡＮコントローラ２０または無線ＬＡＮコントローラ２３等を
用いて外部ネットワークに接続し、メールの送受信を行うソフトウェアである。尚、メー
ルソフト５２は複数備えられるとしてもよい。
【００３０】
　次に、着信通知プログラム４０についてより詳細に説明する。着信通知プログラム４０
は、図３に示すように、表示画面生成部４１、表示情報設定部４２、着信判定部４３、ヘ
ッダ読込部４４等を含むモジュール構成となっている。ＣＰＵ１１（プロセッサ）がＨＤ
Ｄ２１から着信通知プログラム４０を読み出して実行することにより上記各部が主メモリ
１３上にロードされ、表示画面生成部４１、表示情報設定部４２、着信判定部４３、ヘッ
ダ読込部４４等が主記憶装置上に生成される。
【００３１】
　本実施形態の情報処理装置１で実行される着信通知プログラム４０は、インストール可
能な形式又は実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）
、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）等のコンピュー
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タで読み取り可能な記録媒体に記録されて提供される。
【００３２】
　また、本実施形態の情報処理装置１で実行される着信通知プログラム４０を、インター
ネット等のネットワークに接続されたコンピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウ
ンロードさせることにより提供するように構成しても良い。また、本実施形態の情報処理
装置１で実行される着信通知プログラム４０をインターネット等のネットワーク経由で提
供または配布するように構成しても良い。また、本実施形態の着信通知プログラム４０を
、ＲＯＭ等に予め組み込んで提供するように構成してもよい。
【００３３】
　表示画面生成部４１は、表示コントローラ１４を制御して着信通知プログラム４０にか
かる各種画面をディスプレイ１５に表示する。詳細は後述するが、表示画面生成部４１は
一例として、着信通知画面６４（図５参照）、表示情報設定画面６１（図６参照）、キー
ワード登録画面６２（図７参照）、文字変換登録画面６３（図８参照）、等の画面を表示
する。
【００３４】
　表示情報設定画面６１、キーワード登録画面６２、文字変換登録画面６３は、着信通知
画面６４に表示する表示内容について設定するための画面であり、ユーザはこれら画面か
ら各種設定を行うことにより、上述の表示情報格納部２１ａに表示設定情報を設定するこ
とができる。
【００３５】
　図６は、表示情報設定画面６１の一例を示す図である。表示情報設定画面６１では、通
知するメールの設定として、全ての着信メールについて通知するか、登録したキーワード
を含むメールのみについて通知するかのいずれか一方を選択可能となっている。表示情報
設定画面６１には、キーワード登録ボタン６１ａが設けられており、表示画面生成部４１
はキーワード登録ボタン６１ａが選択された場合に、キーワードを登録するキーワード登
録画面６２を表示する。
【００３６】
　図７は、キーワード登録画面６２の一例を示す図である。キーワード登録画面６２では
、通知の対象とするメールに含まれるキーワードを登録可能となっている。また、そのキ
ーワードが含まれる場所をプルダウンメニューによって選択可能となっている。図７の例
では、件名に「会議」が含まれる場合、および、送信者のメールアドレスに「@toshiba.c
o.jp」が含まれる場合にメールが通知される。また、キーワード登録画面６２には戻るボ
タン６２ｄが設けられており、戻るボタン６２ｄが選択された場合に表示画面生成部４１
は表示情報設定画面６１を表示する。
【００３７】
　図６に戻って、表示情報設定画面６１においては、画面ロック中に着信通知画面６４に
表示する項目が選択可能となっている。即ち、表示情報設定画面６１には、受信件数、受
信日時、送信者の名前、送信者のメールアドレス、メールの件名等の受信メールに関する
情報の少なくとも１つを選択できるチェックボックス６１ｂが設けられている。ユーザは
、チェックボックス６１ｂを適宜選択することによって画面ロック中に着信通知画面６４
に表示する項目を選択することができる。さらに、表示情報設定画面６１には、文字変換
登録ボタン６１ｃが設けられており、文字変換登録ボタン６１ｃが選択された場合に表示
画面生成部４１は文字変換登録画面６３を表示する。
【００３８】
　図８は、文字変換登録画面６３の一例を示す図である。文字変換登録画面６３では、送
信者のメールアドレスにおいて、アカウント（＠の前部）を伏字で表示する旨を選択する
チェックボックス６３ａが設けられている。また、その他の文字列を変換して着信通知画
面６４に表示させるための文字変換ルールを登録するための文字変換表６３ｂが設けられ
ている。ユーザは、この文字変換表６３ｂにおいて、変換する文字列と、変換後に着信通
知画面６４に表示する文字列とを対応付けて登録することができる。図８の例では、文字
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列「ＡＢＣ」を文字列「ＡＡＡ」に変換して着信通知画面６４に変換する旨が入力されて
いる。また、文字変換登録画面６３には戻るボタン６３ｄが設けられており、戻るボタン
６３ｄが選択された場合に表示画面生成部４１は表示情報設定画面６１を表示する。
【００３９】
　また、表示情報設定画面６１（図６参照）には、表示情報設定画面６１、キーワード登
録画面６２、文字変換登録画面６３において入力された設定を確定するための設定ボタン
６１ｄが設けられている。
【００４０】
　表示情報設定部４２は、表示情報設定画面６１において設定ボタン６１ｄが選択された
場合に表示情報設定画面６１、キーワード登録画面６２、文字変換登録画面６３で入力ま
たは選択された情報を表示情報格納部２１ａに設定（格納）する。
【００４１】
　着信判定部４３は、画面ロック中に、所定時間おきにメールソフト５２にメールの受信
処理を実行させ、当該メールの受信ボックスを確認することで、新着メールの着信がある
か否か判定する。尚、着信判定部４３は、複数のアカウントについてメール着信の有無を
確認するとしてもよい。また、ＯＳ５０がマルチユーザ環境である場合には、複数のユー
ザの各アカウントについてメール着信の有無を確認するとしてもよい。また、着信判定部
４３は、メールサーバにおいてメール着信の有無を確認するとしてもよい。
【００４２】
　ヘッダ読込部４４は、着信判定部４３によってメール着信有りと判定された場合に、メ
ールソフト５２の受信ボックスから受信メールのヘッダを読み込む。
【００４３】
　表示画面生成部４１は、ヘッダ読込部４４が読み込んだヘッダと、表示情報格納部２１
ａに設定されている表示設定情報とに基づいて、着信通知画面６４の画面データを生成す
る。表示コントローラ１４はこの画面データに基づいて、受信メールに関する情報を示す
着信通知画面６４をディスプレイ１５に表示する。
【００４４】
　例えば図６に示すように、全ての着信メールについて通知する旨が選択され、受信件数
と、各メールの受信日時、送信者の名前、メールの件名が表示項目として選択されて表示
情報格納部２１ａに登録されている場合には、図５に示すような着信通知画面６４が表示
される。即ち、詳細表示エリア６４ｂには「４件のメールを受信しました」等と、画面ロ
ック中にメールを受信した受信件数が示される。また、詳細表示エリア６４ｂには、各受
信メールについて、送信者の名前、受信日時、メールの件名が表示される。
【００４５】
　尚、図６において、キーワードを含むメールのみ通知すると選択され、図７に示すキー
ワード登録画面６２から表示情報格納部２１ａにキーワードが登録されている場合には、
表示画面生成部４１は、このキーワードを含むメールを選別し、キーワードを含むメール
を着信通知画面６４に表示する。
【００４６】
　また、図８に示す文字変換登録画面６３において、チェックボックス６３ａがチェック
され、送信者のアカウントを伏字で表示する旨が表示情報格納部２１ａに登録されている
場合には、表示画面生成部４１は、送信者のアカウントを伏字で表示する。また、文字変
換登録画面６３の文字変換表６３ｂにおいて変換する文字列が登録されている場合には、
表示画面生成部４１は、上述した表示項目中に含まれる変換する文字列（例えば、ＡＢＣ
）を表示する文字列（例えば、ＡＡＡ）に変換して着信通知画面６４に表示する。
【００４７】
　また、表示画面生成部４１は、図５において切替ボタン６４ａがクリックされた場合に
は、図９に示すように着信通知画面６４の詳細表示エリア６４ｂを非表示として、アイコ
ン６４ｃを表示する。
【００４８】
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　次に、着信通知プログラム４０が行う表示情報設定処理の手順について説明する。図１
０は、着信通知プログラム４０が行う表示情報設定処理の手順を示すフローチャートであ
る。
【００４９】
　まず、表示画面生成部４１は、ディスプレイ１５に表示情報設定画面６１を表示する（
ステップＳ１１）。表示情報設定部４２は、表示情報設定画面６１においてチェックボッ
クス６１ｂの選択操作を受付ける（ステップＳ１２）。
【００５０】
　また、表示画面生成部４１は、表示情報設定画面６１においてキーワード登録ボタン６
１ａが選択されたか否かを判定する（ステップＳ１３）。キーワード登録ボタン６１ａが
選択された場合（ステップＳ１３：Ｙｅｓ）に表示画面生成部４１は、ディスプレイ１５
にキーワード登録画面６２を表示する（ステップＳ１４）。表示情報設定部４２は、キー
ワード登録画面６２においてキーワードの入力を受付ける（ステップＳ１５）。そして、
表示画面生成部４１は、キーワード登録画面６２において戻るボタン６２ｄが選択された
か否かを判定する（ステップＳ１６）。戻るボタン６２ｄが選択されていない場合（ステ
ップＳ１６：Ｎｏ）には、ステップＳ１４に戻る。戻るボタン６２ｄが選択された場合（
ステップＳ１６：Ｙｅｓ）には、表示情報設定画面６１を表示する（ステップＳ１７）。
【００５１】
　ステップＳ１３において、キーワード登録ボタン６１ａが選択されていない場合（ステ
ップＳ１３：Ｎｏ）に表示画面生成部４１は、文字変換登録ボタン６１ｃが選択されたか
否かを判定する（ステップＳ２０）。文字変換登録ボタン６１ｃが選択されていない場合
（ステップＳ２０：Ｎｏ）にはステップＳ１７に移行する。文字変換登録ボタン６１ｃが
選択された場合（ステップＳ２０：Ｙｅｓ）に表示画面生成部４１は、ディスプレイ１５
に文字変換登録画面６３を表示する（ステップＳ２１）。表示情報設定部４２は、文字変
換登録画面６３において変換する文字列および表示する文字列の入力を受付ける（ステッ
プＳ２２）。そして、表示画面生成部４１は、文字変換登録画面６３において戻るボタン
６３ｄが選択されたか否かを判定する（ステップＳ２３）。戻るボタン６３ｄが選択され
ていない場合（ステップＳ２３：Ｎｏ）には、ステップＳ２１に戻る。戻るボタン６３ｄ
が選択された場合（ステップＳ２３：Ｙｅｓ）には、表示情報設定画面６１を表示する（
ステップＳ１７）。
【００５２】
　そして、表示情報設定部４２は表示情報設定画面６１において設定ボタン６１ｄが選択
されたか否かを判定する（ステップＳ１８）。設定ボタン６１ｄが選択されていない場合
（ステップＳ１８：Ｎｏ）にはステップＳ１１に戻る。設定ボタン６１ｄが選択された場
合（ステップＳ１８：Ｙｅｓ）には、各画面（表示情報設定画面６１、キーワード登録画
面６２、文字変換登録画面６３）において入力を受付けた情報を表示情報格納部２１ａに
格納して（ステップＳ１９）、表示情報設定処理を終了する。
【００５３】
　次に、着信通知プログラム４０が行う着信通知処理の手順について説明する。図１１は
、着信通知プログラム４０が行う着信通知処理の手順を示すフローチャートである。
【００５４】
　図４のステップＳ３において上述したように、ＯＳ５０が着信通知プログラム４０を起
動して画面ロックを行う（ステップＳ３１）と、着信判定部４３は、所定時間おきにメー
ルソフト５２の受信ボックスを確認して、メール着信があるか否かを判定する（ステップ
Ｓ３２）。メール着信がない間（ステップＳ３２：Ｎｏ）は、ステップＳ３２に戻って着
信待ちを行う。メール着信があった場合（ステップＳ３２：Ｙｅｓ）に、ヘッダ読込部４
４は、メールソフト５２の受信ボックスから受信メールのヘッダを読み込む（ステップＳ
３３）。
【００５５】
　表示画面生成部４１は、ステップＳ３３で読み込まれたヘッダに含まれる情報と、表示
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情報格納部２１ａに設定されている表示設定情報とに基づいて、着信通知画面６４をディ
スプレイ１５に表示する（ステップＳ３４）。表示画面生成部４１は、図４のステップＳ
６で上述したように、ＯＳ５０が着信通知プログラム４０にプログラムを終了する旨を指
示した場合（ステップＳ３５：Ｙｅｓ）には、着信通知画面６４の表示を終了して（ステ
ップＳ３６）、着信通知プログラム４０を終了する。一方、プログラムを終了する旨の指
示が無い場合（ステップＳ３５：Ｎｏ）には、ステップＳ３２に戻って、ステップＳ３２
～Ｓ３５の処理を繰り返し、メール着信があった場合（ステップＳ３２：Ｙｅｓ）には着
信通知画面６４の表示を更新する（ステップＳ３４）。
【００５６】
　尚、上述において情報処理装置１は、メールソフト５２が受信したメールについて着信
通知画面６４に表示するとしたが、着信通知画面６４においてはその他のソフトウェアが
受信した情報について表示するとしてもよい。一例として、画面ロック中に、情報処理装
置１が購読しているニュースや掲示板のメッセージ、グループウェアアプリケーションに
おいて購読情報の新着の有無を確認して、新着情報がある場合には、これらの購読情報に
関する情報について着信通知画面６４に表示するとしてもよい。
【００５７】
　また、ＯＳ５０は、画面ロック中に受信メールの新着があった場合には、画面ロック解
除後に、メールソフト５２の操作画面をディスプレイ１５に表示させるとしてもよい。
【００５８】
　以上説明したとおり、本実施形態によれば、操作画面のロック中に自装置が外部から受
付けた通知に含まれる情報を表示するので、操作画面がロックされた状態においてメール
等の通知内容を確認することができる。
【００５９】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【００６０】
　例えば、上記実施形態では、画面ロック部５１は、ユーザ操作に基づいて操作画面をロ
ックすることとしたが、これに限らず、ユーザ操作が行われない無操作状態が所定時間継
続した場合、操作画面のロックを自動で行ってもよい。
【符号の説明】
【００６１】
１…情報処理装置
１５…ディスプレイ
２１…ＨＤＤ
２１ａ…表示情報格納部
４０…着信通知プログラム
４１…表示画面生成部
４２…表示情報設定部
４３…着信判定部
４４…ヘッダ読込部
５０…ＯＳ
５１…画面ロック部
５２…メールソフト
６１…表示情報設定画面
６１ａ…キーワード登録ボタン
６１ｂ…チェックボックス
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６１ｃ…文字変換登録ボタン
６１ｄ…設定ボタン
６２…キーワード登録画面
６２ｄ…戻るボタン
６３…文字変換登録画面
６３ａ…チェックボックス
６３ｂ…文字変換表
６３ｄ…戻るボタン
６４…着信通知画面
６４ａ…切替ボタン
６４ｂ…詳細表示エリア
６４ｃ…アイコン
６５…ロック画面

【図１】 【図２】
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